
介紹

れ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
記
述
が
相
対
的
に
弱
い

印
象
を
受
け
た
。
ま
た
、
現
代
史
に
つ
い
て
は
、

一
章
を
割
り
当
て
た
の
み
で
あ
り
、
記
述
が
乏
し

い
。

　
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
個
別
の
章
へ
の
言
及
が

で
き
な
か
っ
た
部
分
も
あ
る
が
、
平
易
な
筆
致
の

中
に
も
、
最
新
の
研
究
成
果
を
前
提
と
し
た
斬
新

な
記
述
が
至
る
所
で
な
さ
れ
て
お
り
、
近
世
以
降

現
代
に
至
る
四
百
年
余
り
の
日
本
の
歴
史
の
理
解

を
、
個
別
的
事
例
の
把
握
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
局

的
に
、
ま
た
重
層
的
に
深
め
る
こ
と
が
可
能
な
書

と
な
っ
て
お
り
、
「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」
で
示
さ

れ
た
、
「
個
々
の
分
野
の
動
向
を
他
時
代
、
他
分

野
の
人
た
ち
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
整
理
・
提
示

し
、
新
た
な
展
望
へ
の
足
が
か
り
を
築
く
と
と
も

に
、
大
学
で
の
一
般
教
養
教
育
に
役
立
て
、
教
養

日
本
史
を
魅
力
あ
り
か
つ
豊
か
な
も
の
と
す
る
こ

と
を
目
指
す
」
と
し
た
目
標
に
は
、
十
分
応
え
ら

れ
て
い
る
と
考
え
る
。
最
後
に
、
本
書
は
二
分
器

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
続
編
の
「
古
代
・
中
世

編
」
に
も
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
（
A
5
判
　
三
九
Q
頁
　
二
〇
一
〇
年
五
月

　
　
　
　
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
税
別
二
八
○
○
円
）

　
　
（
吉
野
健
一
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
）

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
レ
ミ
イ
著
、
大
清
水
　
裕
訳

『
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
と

四
帝
統
治
』

　
本
書
は
、
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
に
収
め
ら
れ
た
、

ロ
ー
マ
皇
帝
の
一
人
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の

治
世
と
彼
の
業
績
に
関
す
る
翻
訳
書
で
あ
る
。
同

罪
が
行
っ
た
政
策
と
諸
改
革
が
手
際
よ
く
解
説
さ

れ
て
い
る
。

　
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
個
人
と
そ
の
治
世
は
、

史
料
そ
の
も
の
の
不
足
と
偏
向
の
た
め
、
様
々
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
殿
誉
褒
敗
を
被
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
す
る
迫
害
者

で
あ
り
、
ま
た
後
期
帝
政
最
初
の
皇
帝
で
も
あ
る
。

そ
の
た
め
、
帝
国
の
再
建
者
と
さ
れ
も
し
た
し
、

帝
国
の
権
威
主
義
化
・
全
体
主
義
化
の
責
任
者
の

よ
う
に
扱
わ
れ
も
し
た
。
四
人
制
皇
帝
に
よ
る
統

治
と
い
う
政
治
プ
ラ
ン
は
当
初
か
ら
計
画
つ
く
で

あ
っ
た
と
す
る
研
究
者
も
い
れ
ば
、
逆
に
残
り
の

皇
帝
に
対
す
る
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
主
導

権
と
統
率
力
を
疑
う
者
も
い
た
。
著
者
の
レ
ミ
ィ

は
、
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
は
「
明
晰
で
現
実

的
な
政
治
家
」
で
あ
る
と
捉
え
、
利
用
可
能
な
史

料
を
動
員
し
、
彼
の
治
世
を
描
く
。

　
レ
ミ
イ
の
叙
述
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
偏
っ
た

と
こ
ろ
の
な
い
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
も
の
と
評
し
て

よ
い
だ
ろ
う
。
過
度
に
革
新
性
を
強
調
す
る
こ
と

も
な
く
、
そ
の
施
策
の
金
て
を
マ
イ
ナ
ス
の
方
向

に
読
み
解
く
よ
う
な
こ
と
も
し
な
い
。
た
と
え
ば
、

税
制
に
つ
い
て
は
、
欠
陥
も
あ
っ
た
が
概
ね
効
率

的
で
あ
り
、
都
市
行
政
へ
の
負
担
・
介
入
を
強
調

し
す
ぎ
る
べ
き
で
は
な
い
、
国
家
に
よ
る
経
済
統

制
な
ど
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
以
後
の

ロ
ー
マ
史
を
眺
め
る
際
に
も
、
こ
の
よ
う
な
視
点

を
採
用
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
結
論
の
部
分
で
、
少
し
だ
け
、
レ
ミ
ィ
は
長
い

タ
イ
ム
ス
パ
ン
か
ら
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の

評
価
を
行
っ
て
い
る
。
彼
は
「
最
後
の
ロ
ー
マ
皇

帝
」
で
あ
り
、
次
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
は
ビ

ザ
ン
ツ
帝
国
と
い
う
新
体
制
の
創
設
者
で
あ
る
、

と
。
そ
の
点
で
は
、
レ
ミ
ィ
は
後
期
帝
政
の
統
治

体
制
の
形
成
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
と
ロ
ー
マ

帝
国
の
関
係
の
変
化
の
方
に
時
代
の
画
期
を
見
出

し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
（
も
ち
ろ
ん

本
書
は
別
に
キ
リ
ス
ト
教
中
心
史
観
を
採
用
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
）
。

　
こ
こ
か
ら
は
訳
に
つ
い
て
。
ま
ず
、
訳
者
が
選

択
し
た
「
聖
帝
統
治
」
と
い
う
語
。
こ
れ
は
テ
ト

ラ
ル
キ
ア
（
仏
語
で
は
臨
瞠
霞
〇
三
Φ
）
を
訳
し
た
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も
の
で
あ
り
、
邦
語
文
献
で
は
「
四
分
統
治
体

制
」
と
も
訳
さ
れ
る
が
、
訳
者
は
原
語
の
意
味
に

忠
実
に
「
四
帝
統
治
」
と
し
て
い
る
。
確
か
に
訳

者
の
考
え
る
と
お
り
、
テ
ト
ラ
ル
キ
ア
に
は

「
四
」
と
「
統
治
」
と
い
う
意
味
は
あ
る
が
、

「
分
け
る
」
と
い
う
含
意
は
存
在
し
な
い
。
デ
ィ

オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
統
治
が
、
四
人
遅
皇
帝
に

よ
る
単
一
の
帝
国
の
統
治
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示

す
る
、
的
を
射
た
訳
で
あ
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
原
文
で
は
本
文
中
の
（
）
内
に
指
示

さ
れ
て
い
る
註
や
典
拠
な
ど
の
う
ち
、
長
い
も
の

は
傍
註
と
い
う
形
で
抜
き
出
さ
れ
、
本
文
中
で
欝

及
さ
れ
る
文
献
も
巻
末
に
別
個
に
ま
と
め
る
、
と

い
う
読
者
へ
の
便
宜
も
図
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、

そ
の
結
果
、
訳
文
中
に
括
弧
の
種
類
が
増
え
て
い

る
た
め
、
少
な
く
と
も
〔
〕
が
訳
者
に
よ
る
補

い
で
あ
る
こ
と
は
ど
こ
か
に
明
記
し
て
お
く
こ
と

が
望
ま
し
い
と
思
う
。

　
最
後
に
、
気
が
つ
い
た
範
囲
で
誤
植
・
訳
語
に

関
し
て
少
々
。
六
七
買
門
サ
ト
ゥ
ス
ル
ヌ
ス
金

庫
」
（
や
㎝
ω
δ
貧
Φ
ω
o
居
似
①
ω
鉾
葺
⇔
Φ
）
。
お
そ
ら

く
誤
植
で
「
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
金
庫
偏
。
八
六
頁
節

織
「
無
料
の
現
物
奉
仕
」
（
O
．
刈
O
い
①
ω
O
裏
罫
甲

9
ロ
ω
瞬
9
・
叶
旺
毎
ω
）
。
「
現
物
奉
仕
」
で
は
意
味
が

分
か
ら
な
い
の
で
、
「
無
償
奉
仕
」
く
ら
い
か
。

一
一
八
頁
「
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
人
た
ち
の
暮
ら
し

や
宣
教
者
た
ち
の
攻
撃
は
」
（
唱
’
δ
9
Φ
ω
≦
Φ
ω
島
Φ

ω
巴
簿
ω
Φ
け
冨
の
融
鋤
鼠
σ
Φ
ω
ゆ
Φ
ω
Φ
〈
磐
帥
q
9
ω
9
。
－

8
霞
ω
）
。
こ
こ
で
は
史
料
ジ
ャ
ン
ル
の
こ
と
の
よ

う
な
の
で
、
「
聖
人
伝
や
宣
教
者
た
ち
の
誹
誇
文

書
は
」
。

　
　
　
（
新
轡
判
　
～
五
四
＋
頭
買
　
二
〇
～
O
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
白
水
社
　
税
別
一
〇
五
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
西
村
愚
洋
　
龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師
）

噸
史
林
』
投
稿
規
定

（534）

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
6
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

　
論
説
　
1
段
組
5
4
字
置
1
9
行
の
体
裁
で
、

　
　
　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

　
研
究
ノ
ー
ト
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
　
一
一
〇
〇
〇
〇
字
以
内

　
研
究
動
向
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

　
史
料
紹
介
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

　
書
評
・
論
文
評
　
2
段
組
、
八
○
○
○
字
以
内

　
紹
介
　
3
段
組
、
一
二
〇
〇
字
程
度

◇
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
本
文
や
注
だ
け
で
な
く

　
謝
辞
や
図
表
・
翻
刻
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
紙
幅
に
収
め
る
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
「
欧
文
タ
イ
ト
ル
」
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
論
説
に
は
「
要
約
扁
（
四
〇
〇
字
以
内
）
を
添

　
付
の
こ
と
。
「
要
約
」
は
上
記
の
紙
幅
制
限
の

　
対
象
外
と
す
る
。

◇
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
、
掲
載

　
が
決
定
し
た
時
点
で
、
「
欧
文
要
約
」
（
六
〇
〇

　
～
八
○
○
語
程
度
）
を
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、


